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外胚葉性間葉系幹細胞による表皮幹細胞の発生機序解明に関する論文掲載のお知らせ 

 

この度、ステムリムと大阪大学の共同研究成果に関する論文が以下のとおり掲載されましたので、お知

らせいたします。 

 

【論文情報】 

タイトル ： Ectomesenchyme contributes to epidermal stem cell formation through mesenchymal-to-

epithelial transition 

掲 載 誌 ： Nature Communications 

掲 載 日 ： 2026年7月4日（米国時間、オンライン先行公開） 

U R L ： https://www.nature.com/articles/s41467-026-75278-0 

 

当社が開発を進めている再生誘導医薬®は、骨髄内の間葉系細胞を損傷組織に動員し、疾患により失

われた組織の再生を誘導する医薬品です。これまで、多くの難治性疾患モデルにおいて再生誘導医薬®

投与による治療効果が示されており、現在は表皮水疱症や急性期脳梗塞をはじめとする複数の疾患に

おいて臨床試験が進められています。あわせて、再生誘導医薬®により動員された間葉系細胞が損傷組

織の再生に果たす具体的な作用機序について、さらなる解明に向けて研究開発を進めております。 

組織再生は組織発生の再現であるという概念に基づき、当社は大阪大学と共同で胎生期の皮膚発生

過程における間葉系細胞の役割解明研究を進めてまいりました。その結果、胎児の皮膚や脳神経系を

発生している外胚葉組織から形成された間葉系細胞が、胎生期の皮膚に間葉‐上皮転換により表皮幹細

胞を発生していることを世界で初めて明らかにしました。詳細については、論文をご参照ください。 

外胚葉由来間葉系細胞による組織幹細胞発生メカニズムは、再生誘導医薬®レダセムチドにより骨髄

から動員された外胚葉性間葉系細胞による表皮水疱症患者の皮膚幹細胞再生や脳梗塞患者の神経幹

細胞再生のメカニズムを説明し得ると予想し、現在当社は大阪大学と共同でその証明研究を進めており

ます。 
 

当社は、「再生誘導®で難治性疾患を克服する」というミッションのもと、引き続き再生誘導医薬®の実現

を通じて難治性疾患に対する革新的な治療ソリューションを目指します。 

 

※「再生誘導」、「再生誘導医薬」、「再生誘導医学」、「再生誘導医療」はステムリムの登録商標です。 

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.nature.com%2Farticles%2Fs41467-026-75278-0&data=05%7C02%7Ctamai%40stemrim.com%7Cd390f9954c014a93154408ded9ca45d8%7Cfbc330241b7a44eea721193fe2544447%7C0%7C0%7C639187659930887658%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=Rd90uM9LWgiSP5wYfjG1VGGC6JBaIj9Lt76oLAHp7P0%3D&reserved=0

